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機能概要

(1) 接続を許可するデバイス

◆ Handbookアプリを利用するデバイスの種類を制限できます。

(2) デバイス認証

◆ 閲覧者毎にHandbookアプリを利用するデバイス自体を制限できます。

◆ Handbookアプリの初回起動時に自動生成される「デバイスID」を取得／登録します。

◆ デバイスIDの取得・登録は自動／手動のいずれかで行います。

◆ 閲覧者アカウントにデバイスIDが登録されていないデバイスからログインしようとした
場合、ログインできない旨のメッセージが表示されます。
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iOS版 Android版

Windows 8.1版 Windows 10版



利用シーン

◆ Handbookアプリを利用するデバイスの種類を制限します。

◆ 会社支給の端末からのアクセスのみを許可し、それ以外の端末からのアクセスを禁止し
ます。
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会社支給

個人所有



使い方

HandbookアプリからHandbook Studioへの接続を制限するデバイスの種類を設定できます。
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(1)接続を許可するデバイス

1

1 Handbook Studioの「環境設定」で設定します

Handbook Studioに組織管理編集者アカウントでログインします。
環境設定で「クライアント配布設定」をクリックします。

2 接続を許可得するデバイスをチェックし、「保存」ボタンをクリックします

「接続を許可するデバイス」でチェックされたデバイスのみがHandbook Studioに接続で
きるようになります。
（この設定では、 iPhone、 iPad、AndroidデバイスがHandbook Studioに接続できま
す。）



(2)デバイス認証
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Handbookアプリをインストールしたデバイス毎に割り振られる「デバイスID」を使って、
閲覧者がHandbookアプリから接続できるデバイスを制限できます。

デバイス認証を利用する手順は以下のとおりです。

① HandbookアプリのデバイスIDの情報を収集する。
② Handbook Studioの閲覧者アカウント情報に収集したデバイスIDを登録する。
③ Handbook Studioでデバイス制限を開始する。

①、②の手順を自動で行う方法と手動で行う方法の2種類があります。

1 Handbook Studioに組織管理編集者アカウントでログインします。
環境設定で「クライアント配布設定」をクリックします。

1 デバイスIDを自動で登録する

デバイスIDの取得と閲覧者アカウントへのデバイスIDの登録を自動化することができます。
Handbook Studioを「デバイスID取得モード」で一定期間運用し、その期間内に全閲覧者
アカウントにHandbookアプリからログインしてもらう必要があります。

※「デバイスID取得モード」に設定している間はデバイス認証がかかっていない状態とな
りますのでご注意ください。
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2 「デバイスIDによる接続制限」にある「デバイスID取得コードにする」をチェッ
クします。「保存」ボタンをクリックします。

3 閲覧者アカウント：Handbookアプリでログイン閲覧します。

4 閲覧者アカウントにデバイスIDが登録されているのを確認するには、Handbook
Studioの「閲覧者アカウント管理」で閲覧者の行をダブルクリックして「閲覧者
アカウント」の情報を表示します。
※デバイスID欄には最大250文字まで入力できます。１つの閲覧者アカウントに
4台目以降は自動登録できません。



Handbook機能ガイド 【接続デバイス制限】 7

2 デバイスIDを手動で登録する

1 Handbookアプリで「デバイスID」を確認し、管理編集者に情報をメールなどで
伝えます。
HandbookアプリでデバイスIDを確認する方法はデバイスOS毎に異なります。

デバイスIDを手動で登録する場合はメールなどを使って、閲覧者アカウント名と確認したデ
バイスIDを管理編集者に連絡する必要があります。
また、iOSデバイスであれば、Handbookアプリを起動するだけでデバイスIDを確認できま
すが、Androidデバイス、Windowsデバイスの場合は、Handbookアプリからログインする
必要があります。
※Handbook Studioの「環境設定」メニューの「クライアント配布設定」にある「デバイ
スIDによる接続制限」が「ログインをデバイスIDによって制限する」または「ログインを
デバイスIDによって制限しない」のどちらでも登録することができます。

【iOSの場合】
① Handbookアプリを起動し、画面左上にあるメインメニューのアイコンをタップします。
② 画面左下にある歯車アイコンをタップします。
③ 画面右側にデバイスIDが表示されます。
※「デバイスID：」の右側を長押しすると「コピー」または「メール」メニューが表示され
ます。
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【Androidの場合】
① Handbookアプリを起動し、ユーザー名「sample」パスワード「sample」でログイン

する。
② 画面上部右端にある「メニュー」アイコンをタップし、「設定」をタップする。
③ 表示されたメニューより「Handbookについて」をタップする。
④ 画面中央に表示された「デバイスID」を長押しすると「コピー」メニューが表示されま

す。

【Windows 10の場合】
① Handbookアプリを起動し、ユーザー名「sample」パスワード「sample」でログイン

する。
② 画面上部左端にある「メニュー」アイコンをタップする。
③ 画面下にある「設定」をタップする。
④ 表示されたメニューより「Handbookについて」をタップする。
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【Windows 8.1の場合】
① Handbookアプリを起動し、ユーザー名「sample」パスワード「sample」でログイン

する。
② 画面上部右端にある「設定」アイコンをタップする。
③ 表示されたメニューより「Handbookについて」をタップする。

2 Handbook Studioで管理編集者が閲覧者アカウントにデバイスIDを登録する。
「閲覧者アカウント管理」より対象の閲覧者アカウントを選択し、「編集」をク
リックします。「デバイスID」欄にデバイスIDを入力し「保存」ボタンをクリッ
クします。

また、閲覧者アカウントの一括更新機能を提供していますので、複数の閲覧者アカウントに
デバイスIDをまとめて登録することができます。一旦、閲覧者アカウント情報を書き出して、
収集したデバイスIDをCSVファイルに記入して、閲覧者アカウントの一括更新を行います。

詳細はHandbook Studio管理者ガイドの「閲覧者アカウント管理」を参照してください。



(3)デバイス制限を開始する
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閲覧者アカウントにデバイスIDを登録できたら、あとはデバイス制限を開始します。
管理編集者でHandbook Studioの「環境設定」で「クライアント配布設定」をクリックし
ます。
「デバイスIDによる接続制限」にある「ログインをデバイスIDによって制限する」を
チェックします。「保存」ボタンをクリックします。

これで設定は完了です。

※デバイスIDによる接続制限を行っている場合にブックドロップを利用するには、対象とな
るすべてのデバイスのデバイスIDを上図の「ブックドロップで許可するデバイスID」から
登録する必要があります。
※デバイスIDによる制限を行っている場合は「接続を許可するデバイス」で「PCWeb」を
チェックしていてもPCビューアから接続することはできません。

詳細はHandbook Studio管理者ガイドの「環境設定：クライアント配布設定」を参照して
ください。
接続デバイス制限についてはサポートページのFAQにも掲載していますので、参照してくだ
さい。

ガイド、マニュアルやお問い合わせは「ヘルプセンター」をご覧ください。

https://handbook.jp/support/

ヘルプ


